
辻 隆司さん
（町芸術文化協会写真部会 千草）
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融
雪
剤
は
直
接
触
れ
る
と
皮
膚
に
炎

症
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
直
接
触
れ
な
い
よ

う
に
ゴ
ム
手
袋
を
着
用

し
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使

っ
て
散
布
し
ま
す
。

散
布
量
の
目
安
は
、
少
量
の
雪
の
場
合
、

１
㎡
に
対
し
て
約
30
～
50
㌘
で
す
。
散

布
し
す
ぎ
る
と
、
融
雪
剤
に
よ
っ
て
滑

り
や
す
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
融
雪
剤
を
１
か
所
に
大

量
に
散
布
す
る
と
融
雪
剤
同
士
が
固

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
均
一
に
広
げ

る
よ
う
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

散
布
の
準
備

融
雪
剤
を
散
布

本 各
自
で
大
雪
に
備
え
て
準
備
を

格
的
な
冬
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ

る
季
節
と
な
り
、
厳
し
い
冷
え

込
み
と
な
る
日
々
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
鈴
鹿
山
脈
の
麓
に
位
置
す
る

菰
野
町
は
、
県
内
で
も
降
雪
量
が
多
い

地
域
で
す
。
近
年
で
は
平
成
29
年
１
月

に
大
雪
被
害
が
発
生
し
、
町
内
各
地
で

50
㌢
を
超
え
る
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

除
雪
が
必
要
な
箇
所
が
多
数
発
生
し
、

天
気
予
報
の
確
認

先
の
天
気
予
報
を
確
認
し
、
雪
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ
て
い
る
日
が
あ
れ
ば
積
雪

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
マ

ー
ク
が
出
て
い
な
い
日
で
も
、
急
激
な

気
温
の
低
下
に
よ
っ
て
雪
が

降
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

気
温
の
変
化
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

融
雪
剤
は
、
す
で
に
積
も
っ
た
雪
を
溶

か
す
よ
り
、
降
っ
て
き
た
雪
を
積
も
ら

せ
な
い
よ
う
に
使
用
す
る
方
が
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
積
雪
後
は
降
り
積
も
っ

た
ば
か
り
の
雪
よ
り
も
踏
み
固
め
ら
れ

て
凍
結
し
た
状
態
の
雪
に
散
布
し
た
方

が
効
果
的
で
す
。
効
果
的
に
融
雪
剤
を

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

町道の除雪作業
主要な道路を除雪

積雪があった場合、町道は委託業
者が除雪を行います。しかし、平
成 29 年１月のような 50㌢を超
える大雪では一斉に除雪できない

ため、交通量が多い主要な
道路から優先的に除雪

を行っていき
ます。

倒木への対応
倒れやすい木に注意 雪かき道具

スコップなどを準備

積雪時はこまめに雪かきを行って
ください。車庫前や路面を雪かき
するためにスコップなどを準備し
ておきましょう。また、外出先で
の積雪に対応するために車にも非
常用のスコップ
などを備えてお
くと安心です。

冬用タイヤ
早めの交換を心がけて

積雪や道路が凍結している恐れが
ある場合は、不要不急の外出を避
け、車の運転も控えるようにして
ください。積雪や凍結道路を運転
する場合は、冬用タイヤやチェー
ンなどのすべり止めの措置を行わ
ないと法令違反となります。

地域で除雪
協力して除雪作業を

積雪の際は、家から主要な道路ま
での区間は地域で協力して雪かき
をお願いします。また、長期間外
出できない状況に備えて、食料、
飲料水なども備蓄しておきましょ
う。

備蓄品を

□ 食料		 □ 飲料水

□ 薬		  □ 灯油

融雪剤
道路などに適切な散布を

融雪剤は、積雪や凍結の恐れがあ
る道路や橋付近の道路脇に、県や
町が事前に配備しています。また、
各地区でも保管しています。ホー
ムセンター等でも
購入できますので、
大雪が予想される場
合は事前に準備をお
願いします。

道路や隣地に倒れる可能性がある
竹などの木々は、電線の切断や通
行の妨げとなるおそれがあります
ので、積雪前に伐採しておきまし
ょう。また、道路上に倒れた軽い
木々などは各自で撤去いただくよ
うにお願いします。

CHECK!
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一
部
の
家
庭
で
は
車
が
動
か
せ
ず
外
出

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
道

路
上
の
倒
木
に
よ
り
、
車
両
が
通
行
で

き
な
い
事
態
や
、
積
雪
や
路
面
の
凍
結

に
よ
っ
て
通
学
路
の
安
全
が
確
保
で
き

ず
、
町
内
の
小
中
学
校
が
休
校
と
な
る

な
ど
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
大
雪
被
害
は
、
今
後
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
一
層

寒
く
な
る
こ
の
時
期
に
、
ま
ず
は
各
自

で
雪
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

融
雪
剤
の
使
い
方

効
果
的
な

到
来
今
年
も
雪
の
季
節
が
訪
れ
る

冬
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菰 注
目
の
M
a
a
S
シ
ス
テ
ム
始
動

野
町
の
公
共
交
通
が
さ
ら
に
便

利
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

菰
野
町
Mマ

ー

ス

a
a
S
シ
ス
テ
ム
が
１
月
15

日
か
ら
始
動
し
ま
す
。
菰
野
町
の

M
a
a
S
シ
ス
テ
ム
は
「
お
で
か
け

こ
も
の
」
と
い
う
名
称
で
、
先
進
的
な

自
治
体
モ
デ
ル
の
事
例
と
し
て
全
国
各

地
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誰
で

も
簡
単
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
お
で
か
け
こ
も
の
」。
そ
の
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
は
、
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
路
線
バ
ス
、
鉄
道
、

タ
ク
シ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
な
ど
の
町

内
の
公
共
交
通
機
関
を
ひ
と
つ
に
結
び

つ
け
、経
路
検
索
か
ら
乗
り
換
え
案
内
、

利
用
に
予
約
が
必
要
な
も
の
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
予
約
ま
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

スマートフォンの使い方が
不安な方はこちら！

MaaS とは Mobility as a Service の
略称で、出発地から目的地まで、利
用者の最適経路を提示し、複数の交
通手段などを一括して提供するサー
ビスです。令和元年度、菰野町は国
土交通省が支援を行う全国 19 か所
のモデル自治体に選ばれました。

Mobility as a Service
って何？

で検索！

試行
期間

https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/

スマホ     おでかけ講座

おでかけこものの事前登録からのり
あいタクシーの予約方法までスマー
トフォンの操作をわかりやすく説明
する講座を開講します。

※参加希望の方は、左記までご連絡いただ
くか、役場本庁３階総務課窓口へ直接お
申し込みください。

とき ところ

１月 16 日 千種地区コミュニティセンター

１月 17 日 竹永地区コミュニティセンター
（10:00 ～ 11:00 のみの開催）

１月 20 日 朝上地区コミュニティセンター

１月 21 日 鵜川原地区コミュニティセンター

１月 23 日 菰野地区コミュニティセンター

総務課
安全安心対策室

お 利
用
の
手
続
き
が
一
括
で
完
了

で
か
け
こ
も
の
で
は
、
出
発
地

と
目
的
地
を
入
力
す
れ
ば
、
各

公
共
交
通
機
関
の
時
刻
や
行
程
を
踏
ま

え
て
経
路
を
ま
と
め
て
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
分
で

乗
り
換
え
や
所
要
時
間
を
計
算
し
て
経

路
を
考
え
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
以
降
は
お
で
か
け
こ
も

の
の
経
路
検
索
の
結
果
か
ら
利
用
す
る

公
共
交
通
機
関
の
予
約
、
決
済
と
い
っ

た
手
続
き
ま
で
一
括
で
完
了
で
き
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
菰

野
町
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
「
お
で
か
け
こ
も
の
」

を
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「おでかけこもの」の経路検索では「所
要時間順」「乗継回数」別にルートを
教えてくれます。これまで他の経路検
索サイトでは、わからなかったのりあ
いタクシーとコミュニティバスとの乗
り継ぎなども表示されます。また、利
用料金などもあわせて表示されます。

de講座日程

10:00 ～ 11:00
13:30 ～ 14:30

時 間

定 員 各回 20 名（先着順）

木

金

月

火

木

問い
合わせ TEL 391-1102

394-3199FAX

スマホが
なくてもOK

ROPEWAY TRAIN BUS TAXI

1月15日 ２月29日水 土

利用例

試行期間中に「おでかけこもの」で
のりあいタクシーを予約すると運賃 200円

引
き

65 歳以上の方が
「おでかけこもの」で
のりあいタクシーを予約

通常運賃300円が

100円に

CASE

1

「おでかけこもの」で
のりあいタクシーを予約し
乗車後コミュニティバスへ乗り継ぎ

通常運賃400円が

200円に

お得

CASE

2

アクセス方法

　

菰
野
町
が
よ
り
住
み
や

す
く
、
暮
ら
し
や
す
く
な

る
た
め
に
。
町
内
の
公
共
交

通
機
関
の
さ
ら
な
る
充
実
と

と
も
に
こ
れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
期
待
さ
れ
る
「
こ
も
の
の
お

で
か
け
を
M
a
a
S
で
便
利
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
す
。

で予約！

「おでかけこもの」でのりあいタクシ
ーの予約ができます。スマートフォン
の GPS 機能を使って現在地に一番近
い乗降ポイントを地図上で選択して予
約を行ったり、よく使うルートを My
ルートとして登録し予約手順を簡略化
することもできます。また、従来通り
電話での予約も行うことができます。

S
s

obility

ervice

a
a
M

のりあいタクシー予約

▲検索結果画面のイメージ

検索機能は
２月１日からCAUTION 運用開始

▲予約トップ画面のイメージ

コード

	 	       での
予約には事前登録が必要

スマートフォンの
電話番号と利用者
の氏名、メールアド
レスを登録し、ユー
ザー ID とパスワー
ドを設定する事前
登録が必要です。

下記から「おでかけこもの」
へアクセスしてください。

お忘れなく！
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生
委
員
は
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
努
め
る
た
め
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
児
童
委
員
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

方
、
子
ど
も
の
問
題
や
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
ほ

か
、
町
の
福
祉
事
業
に
も
協
力
し
て
い

ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
担
当

地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
ま
た
は
主

任
児
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民
民生委員児童委員
主 任 児 童 委 員

柏
かしわ

木
ぎ

敬
けい

司
し

湯の山

岡
おか

山
やま

弥
や よ い

生
神明

原
はら

 孝
こう

吉
きち

北
き た

岡
お か

フミ子
こ

安 心 し て 生 活 で き る
地 域 づ く り の た め に

391-1123
394-3423

み ん な で つ な ぐ
地 域 の『 わ 』

わ

敬
称
略

健康福祉課

394-1294
394-3422

社会福祉協議会

任期

茶屋の上・三共 共栄

伴
ばん

野
の

幾
いく

子
こ

渡
わた

邊
なべ

富
とみ

子
こ

川
かわ

嶋
しま

義
よし

孝
たか

湯の峯・曽我 地蔵 地蔵

岩
いわ

間
ま

さと子
こ

伊
い

藤
とう

あいこ 伊
い

藤
とう

逸
いつ

子
こ

城
じょう

 明
あき

子
こ

瀬
せ

古
こ

一
かず

輝
てる

南瀬古・谷 中部・東部 藩内・西部 本町・中町 庄部

佐
さ さ き

々木夏
な つ え

江
中菰野

柴
しばぐち

口泰
や す こ

子
中菰野

北
きた

住
ずみ

多
た

喜
き

生
お

大羽根園青葉町 大羽根園新林町

髙
たか

橋
はし

昌
まさ

代
よ

酒
さか

井
い

麗
れい

子
こ

落
おち

合
あい

博
ひろ

子
こ

大羽根園柴垣町 大羽根園呉竹町 大羽根園松ケ枝町

稲
い な ば

波美
み よ こ

代子
中菰野

熊
くま

野
の

惠
けい

子
こ

川原町

横
よこ

井
い

美
み

代
よ

子
こ

松尾・柳林

山
やま

﨑
ざき

石
いわ

根
ね

松
まつもと

本ふみ子
こ

宿野 宿野

早
はや

瀬
せ

美
み

ど里
り

髙
たか

木
ぎ

 肇
はじめ

髙
たか

田
だ

公
きみ

子
こ

福村 福村 神森

星
ほし

合
あい

弓
ゆみ

子
こ

きよみず

伊
い

藤
とう

 讓
ゆずる

下村

位
いん

田
でん

幸
こう

一
いち

下村

加
か

藤
とう

文
ぶん

子
こ

萩
はぎ

 浩
こ う じ

司
川北 川北

加
か

藤
とう

成
しげ

子
こ

芝
しば

田
た

日
ひ

出
で

和
かず

池底 吉沢大強原

伊
い

藤
とう

善
ぜん

一
いち

竹成

石
いし

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

竹成 竹成

内
うち

田
だ

義
よし

和
かず

谷
たに

 典
のり

子
こ

佐
さ

藤
とう

久
ひさ

治
はる

永井 永井 永井

善
ぜん

部
ぶ

とも子
こ

諏訪

28名

令和
元年

菰野
地区

鵜川原
地区

竹永
地区

11月30日

８名

６名 松
まつ

岡
おか

正
せい

剛
ごう

諸
もろ

岡
おか

史
あや

子
こ

田光

諸
もろ

岡
おか

直
なお

美
み

田光

諸
もろ

岡
おか

小
さ

芳
よ

子
こ

秦
はだ

 絹
きぬ

代
よ

田光 杉谷

小
お

川
がわ

はつ子
こ

山
やま

口
ぐち

敏
とし

子
こ

黒
くろ

田
だ

隆
たか

俊
とし

杉谷 榊 小島

ASAKAMI

内
うち

田
だ

圭
けい

子
こ

小島

川
かわ

平
ひら

かつら
松涛園

柚
ゆの

木
き

昌
まさ

代
よ

鈴
すず

木
き

喜
よし

子
こ

田口新田 田口新田

伊
い

藤
とう

 匠
たくみ

佐
さ

藤
とう

資
やす

子
こ

石
いし

塚
づか

ゑみ子
こ

田口 根の平 鈴鹿台

進
しん

士
じ

峰
みね

子
こ

小島

19名

朝上
地区

村
む ら

林
ばやし

尚
な お

子
こ

有
ゆう

木
き

けさ子
こ

田
た

中
なか

朝
とも

美
み

牧
まき

野
の

勝
かつ

利
とし

一本木団地 日丘 美山

山
やま

下
した

千
ち

代
よ

子
こ

福
ふく

田
た

英
えい

一
いち

山
やま

口
ぐち

政
まさ

文
ふみ

千草 千草 音羽
11名

千種
地区

五
い が わ

十川映
えい

子
こ

潤田

澤
さわ

田
だ

孝
たか

枝
え

潤田・駒ケ池

浅
あさ

沼
ぬま

政
まさ

秋
あき

加
か

藤
とう

 基
もとい

三滝園 岡

清
し

水
みず

隆
たか

英
ひで

滝
たき

 明
あけ

美
み

田
た

村
むら

惠
え

美
み

子
こ

福松 奥郷 江野

水
みず

越
こし

 昭
あきら

潤田

服
はっ

部
とり

信
しん

吾
ご

菰野地区

稲
いな

垣
がき

美
み

穂
ほ

子
こ

鵜川原地区 竹永地区

増
ます

田
だ

裕
ひろ

美
み

川
かわ

島
しま

たかよ
朝上地区 千種地区

主任児童
委員

５名 佐
さ

藤
とう

久
く

美
み

青葉台

身
近
な
地
域
の
相
談
相
手
と
し
て

お問い合わせ

ＴＥＬ
ＦＡＸ

あ な た の 側 に も 必 ず い ま す。

ASAKAMI

ASAKAMI

CHIKUSA

CHIKUSA

CHILD WELFARE COMMITTEE

KOMONO

KOMONO

KOMONO

KOMONO

UGAWARA

UGAWARA TAKENAGA

ＴＥＬ
ＦＡＸ

12月１日
令和
４年

裏
うら

川
かわ

照
てる

雄
お

坂
さか

倉
くら

初
はつ

美
み
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◀
大
石
公
園
で
提
供
さ
れ
た
フ
ク
ユ
タ
カ
の

湯
豆
腐
な
ど
を
楽
し
む
参
加
者

野町ならではの食を味わいながら各ポ
イントをめぐり、歴史や文化を学びな

がら温泉を楽しむ体験型イベント、第２回
ONSEN・ガストロノミーウォーキング in 湯
の山温泉を開催しました。湯の山温泉街から
アクアイグニスまでを巡る約７キロの道のり
に、菰野の食や地酒等でおもてなしを受けら
れるガストロポイントや撮影ポイントなどが
設置され、参加者たちは地元の人々との交流
や紅葉を楽しみつつ、菰野町の魅力を満喫し
ていました。

ONSEN・ガストロノミーウォーキング

菰

テーマは「めぐる」「たべる」「つかる」

鉄名古屋駅～湯の山温泉駅間で昨年に
引き続き観光列車「つどい」が運行を

開始しました。車内には町の温泉を使用し
た足湯キットが設置され、車内で足湯を楽
しみながら町の特産品などを楽しむことが
できます。足湯列車の運行初日には多くの

観光客が乗車し、全国
でも珍しい足湯列車の
旅を堪能していました。

観光列車つどいを運行開始

近

日

足湯につかりながら列車の旅を楽しむ11月

◀
近
鉄
名
古
屋
駅
で
行
わ
れ
た
観
光
列
車

「
つ
ど
い
」
の
出
発
式

◀
プ
ロ
野
球
で
の
抱
負
を
語
る
岡
林
選
手

野地区ふれあいまつりが菰野地区コ
ミュニティセンターで開催されまし

た。今回は「菰野藩土方大名行列と参勤交代」
と題した展示発表をはじめ、作品展示、屋外
では模擬店やスポーツクライミング体験もあ
り、多くの人でにぎわいました。また、舞台
発表では、菰野高校書道部とプロ野球ドラフ
ト会議で指名された岡林勇希選手による書道
パフォーマンスも披露され、書道部の応援メッ
セージとともに岡林選手自身が抱負とサイン
を書き加え、会場は大きく盛り上がりました。

菰野地区ふれあいまつり

菰

24日

テーマは「地域でつながりあう」11月

30

重ユナイテッドウィンドオーケストラ
によるウィンターコンサートが町民セ

ンターホールで開催されました。今回は
ゲストに東海地区を中心に活躍するクラ

リネット奏者、瀬戸良明さん（菰野第
三区）を迎えて開催され、満席となっ

た会場に瀬戸さんの華やかで繊細
な音色が響きわたり、聴衆はそ
の響きに聴き入っていました。

ウィンターコンサートを開催

三

日

吹奏楽団が贈る冬のコンサート12月

◀
瀬
戸
さ
ん
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
奏
曲
を

演
奏
す
る
吹
奏
楽
団

15

四日市西警察署　　　　  394-0110TEL/FAX

日

11月

問い合わせ

23

広報こもの
№ 713

８

柴田孝之氏が町長に就任し、柴田町政がスタートしまし
た。任期は平成 31 年３月３日から４年間です。

新四日市 JCT ～亀山西 JCT 間の新名神高速道路が開通
し、「菰野 IC」が設置されました。中部圏、関西圏から
の交通アクセスの利便性が大幅に向上し、観光をはじ
めとした各種産業への好影響が期待されます。

Ｂ＆Ｇ海洋センターグラウンドを改修し、菰野西競技場
として新しくオープンしました。競技場内は 100㍍直
走路、250㍍トラック、走り幅跳び・三段跳び用助走
路などを備え、ナイター照明設備も新設しました。

2019 年の１年間にあった町の 10 大ニュース
を紹介します。

柴田町政スタート３月

新名神高速道路開通３月

2019年
菰野町

菰野西競技場がオープン５月

緊急通報 110 番は、三重県内のどこからかけても三重県
警察本部にある「110 番センター」に繋がりま
す。110 番の正しい利用にご理解とご協力をお
願いします。

聴覚や言葉が
不自由な方のための

不急の相談や問い合わせ等が 110 番へ寄せら
れると、緊急通報への対応が遅くなるおそれが
あります。緊急の事件事故など以外は、最寄り
の警察署や警察安全相談【#9110】番または
059-224-9110 をご利用ください。

ウェブ110番 ＦＡＸ

http://mie110.jp
表示画面の各項目に必要事項
を入力し、送信してください。
チャット方式で連絡できます。

059-229-0110
いつ、どこで、何があったの
かなどの状況と名前、住所、
FAX 番号を送信してください。

110番 通
報

何が
あったのか

ケガは
ないか

いつ
起きたのか

どこで
あったのか

犯人の
特徴など

通報の

不急の場合の
警察相談 #9110

110番

▶移動しながらの通報や、車両を運転
しながらの通報は避けてください。

▶県境付近では隣接県の警察本部に
繋がることがありますが、内容など
は三重県警察本部へ連絡されます。

CAUTION

スマートフォン
携 帯 電 話

注 意

スマートフォンの自治体プラットフォームアプリ
ケーションとして「菰野町公式アプリ」の提供

を開始しました。カテゴリを選択すること
で、町の知りたい情報だけを表示させた
り、受け取ったりすることができます。

菰野町アプリ始動５月

町地域公共交通会議が主体となって菰野町 MaaS
「おでかけこもの」をスタートしました。
また、のりあいタクシーの運行エリアを
拡大し、コミュニティバスも増便しました。

MaaS キックオフ＆町内公共交通の再編8・10月

未就学児が医療機関等を受診するとき、その場で福祉医
療費助成を受けられるようになり、窓口負担を無料とし
ました。

「男はつらいよ」シリーズのロケ地となった自治体が東
京都葛飾区の柴又に集う寅さんサミット 2019 に、シ
ネマツーリズム事業として菰野町が出展しました。

寅さんサミットに出展11月

心身の健全な発達と食育推進等を目的に中学校で学校給
食を開始しました。町の管理栄養士が献立の作成を行い、
民間事業者の調理場において調理を行った給食を提供し
ます。

中学校給食開始12月

横山家住宅が国の登録有形文化財（建
造物）に、横山氏庭園が国の登録記念
物（名勝地関係）に新登録されると答
申が行われました。

横山邸文化財登録11月

未就学児の医療費窓口負担無料化９月
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開館時間

『福を招く 干支のお針仕事』
▶日本ヴォーグ社（594/ フ） 
2020 年の干支はねずみです。布や綿を使ってかわいい
十二支の動物たちを作ってみませんか。
手順を写真で説明してあり、型紙も掲載しています。干支
以外にも巾着やお手玉など手軽に作れるものもあります。
見ているだけでも楽しい本です。

『英語、苦手かも…？と思ったときに読む本』
▶デイビッド・セイン / 著
▶河出書房新社（J830/ セ）
日本に来て 30 年以上の著者が「英語を身につける」とは
どういうことかを伝え、自由自在に英語を扱うコツを伝授
します。“14 歳の世渡り術”シリーズの一冊です。

『だれもしらない図書館のひみつ』
▶北川チハル / 作
▶石井聖岳 / 絵
▶汐文社 (913/ キ )
ここは、夜長森図書館。小学校の中にあり町の人も利用で
きる図書館です。この図書館では真夜中に本たちのおしゃ
べりの声が聞こえます。次々と登場する本たちにページを
めくる手が止まらなくなります。

新着図書から

広報こもの
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１ 水 休館日

２ 木 休館日

３ 金 休館日

４ 土 休館日

５ 日

６ 月 休館日

７ 火

８ 水

９ 木 16:00 ～　英語のおはなし会

10 金

11 土 14:00 ～　楽しいおはなし会

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 休館日

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土 14:00 ～　楽しいおはなし会

26 日

27 月 休館日

28 火 休館日

29 水

30 木

31 金

図書館カレンダ－

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
初
の
お
正
月
と
い
う
こ
と

で
、
本
日
の
テ
ー
マ
は
昨
年
の
振
り
返
り

と
本
年
の
展
望
を
語
っ
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
８
月
か
ら
は
住
民
の
皆
さ

ん
と
の
距
離
を
近
く
し
、
声
を
聴
く
た
め

に
「
柴
田
町
長
と
語
ろ
う
」
を
実
施
し
、

皆
さ
ん
と
多
く
の
対
話
の
機
会
を
得
ま
し

た
。
直
接
お
話
し
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

皆
さ
ん
の
お
考
え
や
問
題
意
識
な
ど
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
が
し
や
す
い
町
を
目
指

し
、
９
月
に
は
未
就
学
児
の
医
療
費
を
窓

口
で
無
料
と
し
、
12
月
に
は
中
学
校
給
食

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
の
豪

雨
災
害
へ
の
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
も
、
着

実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
か
ら
は
菰
野
町
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
「
お
で
か
け
こ
も
の
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
手
配
と
公
共
交
通

機
関
を
使
っ
た
経
路
検
索
が
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
で
か
け

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
便
利
な
機
能
が
詰

め
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
４
月
に
は
中
学
生
の
通
院

医
療
費
を
無
料
化
す
る
と
と
も
に
、
す
で

に
進
め
て
き
た
施
策
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
医
療
費
の
無
料
化
の
範
囲
拡
大
、
中

学
校
給
食
の
質
の
向
上
を
は
じ
め
、
菰
野

町
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
菰
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
最
大
限
に
活
用
し
て
観
光
、

工
業
、
商
業
を
振
興
し
、
町
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
前
向

き
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
誰
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し

い
年
に
な
る
よ
う
お
祈
り
し
つ
つ
、
私
も

皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
さ
ら
に
住
み
よ
い

町
を
目
指
し
、
町
長
２
年
目
と
し
て
し
っ

か
り
と
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Theme 10

1

振 り 返 り と 展 望

※
１

※
２

儒
教
で
重
要
と
さ
れ
る
経
典

通
訳
を
行
う
役
人

「
四
書
五
経
」

「
通
辞
」

り

町
長
の

ひとり

語

弘覚の墓碑銘▶

「麒
き り ん

麟がくる」

1

全国孔版画
愛好者による年賀状展

▶１月 11日から１月 19日まで

1

　
弘こ

う
か
く覚

は
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
菰
野

城
下
の
東
町
の
商
家
、
伊
藤
源
蔵
の
五
男

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
を
大だ
い
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
・
弘
覚

と
い
い
、
菰
野
藩
士
鈴
木
家
の
跡
を
継
ぎ

ま
し
た
。

　
弘
覚
は
、
藩
の
儒
学
者
南
川
定て
い
け
ん軒

に

四し
し
ょ書

五ご
き
ょ
う経
※
１

を
学
び
、
の
ち
に
師
の
勧

め
で
京
都
に
遊
学
し
ま
し
た
。
京
都
で
は

頼ら
い 

三み

き樹
三さ

ぶ
ろ
う郎

ら
に
儒
学
を
学
び
、
医
術

も
修
め
、
九
州
日ひ

た田
の
咸か

ん
ぎ
え
ん

宜
園
に
折
衷
学

を
、
長
崎
へ
行
き
蘭
学
を
学
び
、
学
業
を

終
え
て
帰
郷
し
ま
し
た
。

　
帰
郷
後
は
菰
野
藩
へ
士
官
し
ま
し
た

が
、
藩
の
上
司
に
水
利
の
意
見
申
し
立
て

が
認
め
ら
れ
ず
、
藩
を
辞
し
、
横
浜
へ
と

移
り
ま
し
た
。
横
浜
で
は
三
井
両
替
店
へ

通つ
う
じ辞
※
２

と
し
て
勤
め
、
こ
の
店
で
同
族

の
伊
藤
多
蔵
が
店
の
金
を
ひ
そ
か
に
費
消

し
た
た
め
、
弘
覚
は
そ
の
責
任
を
負
い
横

浜
を
出
奔
し
て
日
光
の
庚こ
う
し
ん
ざ
ん

申
山
へ
登
り
ま

し
た
。
そ
し
て
御
お
ん
た
け
き
ょ
う

嶽
教
の
修
験
者
の
中
に

身
を
投
じ
修
行
す
る
こ
と
３
年
、
先
達
と

な
り
、
山
を
下
り
南
那
須
野
地
方
の
山
村

を
放
浪
行
脚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
南
那
須
野
の
村
々
を
巡
り
、
病
め
る
人

に
は
医
術
を
、
悩
め
る
人
に
は
加
持
祈
祷

を
行
い
、
栃
木
県
安あ
そ
ぐ
ん

蘇
郡
小
野
寺
村
ま
で

来
て
、
山
崎
竜
太
郎
家
に
引
き
留
め
ら
れ

て
し
ば
ら
く
逗
留
し
、
隣
村
の
韮に
ら
が
わ
む
ら

川
村
板

橋
六
郎
家
に
移
り
ま
し
た
。

　
六
郎
は
弘
覚
を
一
目
見
て
、
こ
の
人
は

た
だ
の
加
持
祈
祷
の
行
者
で
は
な
く
、
元

は
菰
野
藩
士
、
そ
し
て
儒
学
、
医
学
を
修

め
た
学
識
者
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
手
厚

い
接
遇
を
受
け
ま
し
た
。

　
弘
覚
は
韮
川
か
ら
渡
良
瀬
川
に
沿
い
南

へ
下
り
、
埼
玉
県
麦
倉
ま
で
来
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
村
の
農
業
に
熱
心
な
青
年
、
荻

原
丈
助
の
懇
請
を
受
け
て
、
村
の
薬
師
堂

の
傍
ら
に
、樊は
ん
す
え
ん

須
園
と
よ
ぶ
道
場
を
開
き
、

こ
こ
で
村
の
青
年
を
集
め
、
農
業
の
生
産

性
を
高
め
る
た
め
の
技
術
改
革
を
説
き
、

研
究
の
教
育
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
郷

里
の
菰
野
か
ら
「
関
取
米
」
の
種
子
を
取

り
寄
せ
て
、
試
作
し
て
好
成
績
を
収
め
、

こ
れ
が
利
根
川
筋
の
関
東
平
野
に
普
及
す

る
端
緒
と
な
り
ま
し
た
。
弘
覚
の
樊
須
園

が
農
学
講
習
所
に
な
り
、
さ
ら
に
埼
玉
県

立
幸
手
農
学
校
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

第70回

鈴
木
弘
覚

弘
覚
の
経
歴

農
学
講
習
所
の
開
設

菰野町都市マスタープラン（案）
資料（パネル）展示

▶１月５日から１月 10日まで

1

2020年の幕開けに新しい本との出会い

2020 年の大河ドラマの主人公、明智光秀
や本能寺の変に関連した本を集めました。
▶『地図と読む 現代語訳 信長公記』
▶『インスタ映えする戦国時代』
▶『茶屋四郎次郎、伊賀を駆ける』
▶『光秀公記』など

本を読みたいけれど、文字を見るのがつ
らい…という方には大きい文字の大活字
本はいかがでしょうか。
▶『大きな字でわかりやすい iPad 入門』
▶『悔いのない人生（大活字版）』
▶『1Q84（大活字文庫）』など
ご希望の本は、カウンターでお気軽にご
相談ください。

郷
土
史
・
風
俗



「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けすることができます。
ご希望の方は役場企画情報課（TEL391-1105/FAX391-1188）にお問い合わせください。

■菰野町ホームページアドレス（URL）http://www.town.komono.mie.jp/　■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp 
＊インターネットの菰野町ホームページでは、広報こものを当紙と同じ体裁でご覧いただけます。

＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。　

神
の
守も

る
好
天
つ
づ
き
の
秋
祭
り

三
百
人
曳ひ

く
御
輿
の
一
基

ありがとう
ございます

９９

俳
句
　
松
寿
会 

大
羽
根
俳
句
同
好
会 

会
員
互
選

短
歌
　
清
流
短
歌
教
室

11 月末現在

数 増減
総人口 41,702 人 － 20 人

男 20,670 人 －４人
女 21,032 人 － 16 人

総世帯数 16,637世帯 ＋ 24 世帯
下水道接続人口 28,851 人 ＋ 68 人
接続率（対総人口） 69.2％ ＋ 0.2％

病
む
友
と
病
め
る
吾
の
声
く
ら
べ
み
て

た
が
い
の
元
気
を
確
認
し
あ
う

天
上
の
舞
の
宴
は
楽
し
か
ろ

君
の
隣
の
席
を
予
約
す

あ
ち
こ
ち
に
鵙
の
高
鳴
き
聞
え
く
る

畑
の
柿
の
実
色
づ
く
頃
か

靴
紐
の
色
を
左
右
に
違
え
履
く

若
人
の
心
何
色
だ
ろ
う

鮮
や
か
な
丹に

ぬ塗
り
づ
く
り
の
首
里
城
よ

メ
ラ
メ
ラ
燃
ゆ
る
炎
悲
し
む

件数 １月からの累計

火災発生 １ ８
救急車出動 142 1,451

交通事故 20 147
急病 81 955
一般負傷 34 245
その他 ７ 104

救助出動 ７ 31
交通事故 123 1,114

物損事故 119 1,059
人身事故 ４ 55

死者 ０ ２
傷者 ５ 71

広報菰野１月号　令和２年１月１日発行　№ 713
三重県三重郡菰野町大字潤田 1250 番地　菰野町役場　▼企画編集　企画情報課　▼印刷　イヤマ印刷
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　このコーナーでは菰野町の懐しい風景
を紹介します。今月号は昭和年代の千種
小学校の写真です。

第
94
回

　菰野町では、令和元年台風第 19 号災害の被災地に対する義援金の受付
を行っています。皆さまから義援金として、190,401円（12月17日現在）
のご支援をいただいています。この義援金は日本赤十字社三重県支部を
通じて被災地へ送ります。

【問い合わせ】総務課安全安心対策室　TEL391-1102　FAX394-3199

令和元年台風第19号災害へのご支援ありがとうございます

市
川
吉
康

平
林
和
江

花
木
み
ち
子

平
井
光
子

木
村
か
ず

増
田
陽
出
美

写真の撮影場所

当時、朝明南小学校だった昭和 32 年頃の写真

社会福祉のために▶町水
み ど り

土里の郷

の会池底支部からもち米 30㌕▶

匿名で 1,000 円▶匿名で１万円▶

河合一美さんからもち米 30㌕

嚇あ
か
あ
か嚇
と
令
和
の
初
日
昇
り
け
り

生
か
さ
る
る
命
傘
寿
の
初
参
り

左さ

ぎ義
長ち
ょ
うや

う
ね
る
残
像
火
の
柱

鈴
鹿
山
春は
る
ひ日
の
ど
け
き
景
色
か
な

地ぢ

が
籠
る
津
山
訛な
ま
りと
お
雉き

じ子
か
な

初
茜あ
か
ね

廃は
い
じ寺
の
礎
石
浮
き
立
ち
ぬ

初
伊
勢
や
図ず

え会
の
ご
と
く
の
夫
婦
岩

初
伊
勢
や
令
和
寿こ
と
ほぐ

人
の
波

初
み
く
じ
大
吉
引
く
や
恵
比
須
顔

令
和
な
る
晴
れ
着
姿
や
初
詣

小
橋
佐
和
子

速

水 

清

石
原
風
雲

榎
本
五
十
鈴

宮
内
昭
男

山
本
良
則

吉
田
勝
博

馬
場
富
子

堀

江 

税
み
つ
ぎ

小

澤 

康

昭和 50 年頃に撮影された校庭で遊ぶ児童たち

広報こもの12月号 6 ページ
の鵜の里まつりの説明文に
誤りがありました。
誤「今年初めて」
正「今年は」
お詫びして訂正いたします。

お
詫
び


